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本日のアジェンダ
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

１ 富良野市の概況とスマートシティ
への取組

２ 今回テーマとした市の課題

３ 産官学による新しいＤＸへの挑戦



富良野市の概況

北海道の中心に位置す
る富良野市は、北海道の
『へそ』といわれ、毎年７
月には「北海へそ祭り」
が開催されている。

●人口 20,706人（令和３年９月末住民基本台帳）

●面積 600.71㎢（おおむね20㎞×30㎞のかたち）

●語源 富良野は、アイヌ語の「フーラヌイ」からきていて
「臭くにおう泥土」を意味する。活火山である十

勝岳から流れ出る川の水が硫黄臭く、この一帯
が泥炭（でいたん）地帯であったことからきている。

●基幹産業は農業（作付耕地面積：9,086ha）
富良野市及びその近郊の野菜生産額は、北海道全域で

第１位。多様な農産物に加え、ワインやチーズなどの６次
産業化の取組が行われている。
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ



年間190万人以上が訪れる観光都市

ＴＶドラマ「北の国から」 ニングルテラス

「北の国から」放映40周年を記念し
ミニ資料館がオープン

地域ブランド研究所による
「全国市区町村魅力度
ランキング2021」で
第10位（前年第９位）
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富良野スキー場 新富良野プリンスホテル

フラノマルシェ 富良野演劇工場



庁内にスマートシティ戦略室を設置
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ICTの利活用による
行政事務の効率化
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ICT利活用推進
計画の基本理念

ひと・モノ・情報がつながるスマートシティ富良野

～ICTの恩恵を市民誰もが享受できるデジタル社会をめざして～

ICTの利活用による
市民の利便性向上

スマートシティの取組業務プロセス改革の取組

富良野市のスマートシティの基本的な考え
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

令和4年9月新庁舎供用開始
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富良野市のスマートシティに向けたイメージ❶
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遠隔医療

ＡＩオンデマンド交通

ＩＣＴによる
見守りサービス

富良野駅における
切れ目のない乗継環境

スキー場周辺と
市街地を結ぶ
自動運転バス

健康づくりに
おけるポイント付与

ドローンによる商品配送遠隔教育
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富良野市のスマートシティに向けたイメージ❷
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キャッシュレス化

除雪機械の位置・
作業状況のリアル

タイム確認

降雪量データに
基づく最適な出動

ワーケーション
環境の整備

カーボン
ニュートラル



ＩｏＴ除排雪効率化実証実験（12月～１月）
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「Oracle Autonomous 
Data Warehouse」

「Oracle Analytics Cloud」

データ収集・
可視化・分析



２．今回テーマとした市の課題（ワインの販売促進）
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1972年 ぶどう果樹研究所

設置

1976年 ワイン工場竣工

1978年 ふらのワイン発売

1987年 モンデ・セレクションで
金賞を受賞

2003年 国産ワインコンクール
で特別賞受賞。

2005年 国内初製造のアイス
ワインを発売

2019年 13銘柄を富良野産ぶ
どう100%ワインとして

「メイドインフラノ」が認
定

ふらのワインの歴史



２．今回テーマとした市の課題（ワインの販売促進）
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富良野産ぶどう100%の１３銘柄



２．今回テーマとした市の課題（ワインの販売促進）

12

ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

0

50,000,000

100,000,000

150,000,000

200,000,000

250,000,000

300,000,000

350,000,000

円

ワイン販売収益の推移
近年の観光客の減少やCOVID-19の

影響により販売本数は減少し厳しい
経営状況となっています。
来年度、ふらのワインは50年目を

迎えます。富良野市をフィールドと
して「デジタル×ワイン」により、
ふらのワインの販売促進に向けた施
策の提案を期待します。



２．今回テーマとした市の課題（カーボン・ニュートラル）
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ごみのﾘｻｲｸﾙ率90％を誇る環境都市
燃やさない・埋めないを基本理念として市民が14種別にごみを分別
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２．今回テーマとした市の課題（カーボン・ニュートラル）
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「北の国から」が放映されてから今
年で40周年。富良野市麓郷を舞台に描
かれた黒板五郎とその家族がたくまし
く生きる姿は、私たちに強いメッセー
ジを残しました。『「北の国から」エ
コロジカルライフ黒板五郎の流儀』か
ら、脱炭素生活のヒントがあります。
（広報ふらの8月号から）

2019年 2030年
（目標）

基準から目標

までの削減率

家庭 59 37 37%削減

乗り物 50 38 24%削減

会社・お店 58 37 36%削減

産業 32 35 現状維持

合計 199 147 26%削減

富良野市のCO2削減目標
（単位 千t-CO2）
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ごみリサイクル率90%からカーボンニュートラル実現に向けて

富良野市は本年４月「2050年ゼロ
カーボンシティの表明」をしています。
長い年月により培われてきたリサイク
ル率90％の取り組みから、黒板五郎の
生き方を振り返り、カーボンニュート
ラル実現に向けた取り組みへと展開で
きる施策の提案を期待します。

２．今回テーマとした市の課題（カーボン・ニュートラル）
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ３．産官学による新しいＤＸへの挑戦

企業との連携・共創活動
北海道で多くのプロジェクトを推進する日本オラクルとの出会い

コンサドーレ札幌スタジアムにおける
ニューノーマル時代の会員体験作り

動画から豚の分娩時間を予測し、
飼育員の作業負荷を軽減

北海道総合研究機構様/カタクラフーズ様

リージョナルマーケティング 様酪農学園大学 様

宇野牧場様 ・INDETAIL様 富良野市

北海道大学 様

大学生・大学院生向けに幅広い
キャリアパスを伝えるワークショップ開催

スマートシティ化の一環として住民生活の
ベースとなる除排雪ルートをIoTで最適化

天塩町にてドローン等を活用し放牧酪農の
効率化と高付加価値牛乳の生産に挑戦

稚内における新産業発足(陸上養殖)
実験を画像解析で支援
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ３．産官学による新しいＤＸへの挑戦

今回の取り組みのきっかけ - 富良野市とオラクルの共通点
地域課題解決や未来創りにおいて、教育活動、人材育成を重視してきた

オラクルの取り組み

富良野市の取り組み

小学生向けスマートシティ教育
(こども霞ヶ関見学デー)

高校生向けデザイン思考教育
(US本社敷地内D.Tech High School)

大学院生向けキャリアワークショップ
(北海道大学)

高等学校でのSDGs教育小学校でのリサイクル教育
今回の
連携へ
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ３．産官学による新しいＤＸへの挑戦

富良野市長 北猛俊 北海道大学 副学長／大
学院理学研究院教授
石森浩一郎 氏

日本オラクル 執行役員
公共営業統括 副統括
本多 充 氏

３社共同でのリリース、説明会（オンライン）

スマートシティ、DX、人材育成に向けて、
産官学で連携し取り組んでいくことを発表

2021年8月11日 ３者共同でのプレスリリース・記者向け説明会実施



アカデミアや産業界を問わず、高度な専門性を社会に役立てる
博士人材の育成を推進する北海道大学の取り組み
----------
社会を変革するDXの可能性を実感、その経験を将来に生かし
社会貢献を通じて北海道と共に成長する人材育成のために。
本日の流れ
• 本学のビジョンにおける本プログラムの位置づけ
• 北海道大学物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリー
ダー育成プログラム（ALP）の紹介

• 大学院教育改革プロジェクトPh. Discoverの紹介
• 北海道⼤学スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム
（SMatS）の紹介

• 「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマート
シティ推進支援」への本学学生の参加

• JST「次世代研究者挑戦的研究プログラム」採択：北海道大
学DX博士人材フェローシップ制度の紹介

石森浩一郎
国立大学法人北海道大学副学長

大学院理学研究院教授

Oracle Cloud Days 2021

産官学共創による富良野市
スマートシティへの挑戦
～カーボン・ニュートラルと
地域産業発展に向けて～

2021年11月12日
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北海道大学のビジョン

新世代高等教育の「北海道大学」

「北」から「世界」へ・研究大学「北海道大学」

繋がる・拡がる連携の「北海道大学」

データ駆動型大学「北海道大学」

Society 5.0を牽引する博士人材の育成が必要
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Society 5.0を牽引する
博士人材育成のために

社会的ニーズである産官学のデジタル・
トランスフォーメーション（DX）改革を推進

サイバー空間とフィジカル空間（実社会）
が融合した豊かな社会Society 5.0

真のDXを理解した博士人材を育成

データサイエンス教育、先端的な異分野融合研究の遂行
とともにその社会実装への展開

IT技術を実社会の変革に結び付ける
DXの実証的体験課題



〜Society 5.0を牽引する博士人材育成のために〜

• 『北海道富良野市のスマートシティ推進支援』プロジェ
クトに参加することで、富良野市様から提案頂いた課題
に対して、日本オラクル様との協力のもと、産官学の協
働によるデータを活用した施策の策定に取り組みます。

• カーボン・ニュートラルの実現や地域産業発展をはじめ
として、 DXは社会のあらゆる分野の問題解決に貢献す
るカギとなり、さらに新しい利益、価値も生み出すこと
を肌で実感します。

• 社会を変革するDXの可能性を実感し、その経験を将来、
それぞれの専門分野の中で生かします。

• 地球規模の問題を抱えながら多様化する社会を変革し、
Society 5.0を牽引できる力を培うことを目的とします。

新たな次世代大学教育の展開へ

博士人材教育への取り組み

JST「次世代研究者挑戦的研究プログラム」採択
北海道大学DX博士人材フェローシップ制度開始



北海道大学物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリーダー
育成プログラム（ALP）2013年〜 40名を超える修了生が産業界で活躍中

圧倒的
専門力

• 自身の分野について
深い知見をもつ

• 高度な専門的課題を
解決するための具体
的なアプローチを組
み立てる

俯瞰力 フロンティア
開拓力

国際的
実践力

内省的
知力

• 科学技術諸領域の知
識や考え方を広く修
得する

• 柔軟な思考力と広い
視点を持って領域横
断型の研究を進める

• 解決すべき重要な問
題をいち早く発見し、
課題を設定する

• 課題を解決を実行す
ることで新分野を切
り開く

• 多様な世界観が存在
することを理解する

• グローバルに共有可
能な新しい価値を創
出する

• 正確な自己認識と倫理性
を通じて内在的動機と社
会のニーズを調整する

• 社会との対話を実践し自
律的に行動する

物質科学を中心に分野横断的に学び、社会人として高い能力を養い、学位取得後
には学術・研究機関だけではなく民間企業など社会の広い分野で国際的に活躍す
る人材を育成するための教育プログラムで、特に、数理科学と科学技術コミュニ
ケーション教育に力を入れています。2020年3月に文部科学省の補助金事業とし
ての期間は終了しましたが、北大の事業として継続して活動しています。

1 2 3 4 5



• 博士のキャリアパスとして20年ほど
前までは大学や公的研究機関に職を
求めるのが常例となっていたが、多
様な専門性を生かせる社会を目指し
て、キャリアパスの拡張に大学、学
生、企業の期待が高まっている。

• そこで、大学院教育を見直し、高度
な専門性を企業人として生かせる博
士の育成を目指す「大学院教育改革
プロジェクトPh.Discover（ピーエ
イチディスカバー）」を発足させた
（2020年2月）。

• 本プロジェクトは、大学だけでなく、
学生、修了生、企業と共に大学院教
育の未来を考え、博士人材の可能性
をDiscoverしていく取組みである。



ALP修了生高橋陸氏（NTT）がパネリストを努めたPh.Discoverキックオフイベント

Ph.Discoverキックオフイベント
「博士人材の課題と未来」

対話型セミナー：
令和を切り拓く君へ（日本オラクル編）

対話型セミナー：令和を切り拓く君へ
（日本オラクル編）で話題提供された
キース・レイ・グレッグ氏



ステークホルダー

• 大学院博士課程を持つ大学の教職員
• 大学院へ進学対象となる学部生
• 大学院修士課程及び博士後期課程の
在学生、修了生

• 学部生、在学生、修了生の家族、支
援者

• 博士人材の採用に関心のある企業

ポータルサイトの役割

• 大学院博士課程の実践的取組みをア
ピールする

• 大学、学生、企業の情報共有と連携
活動を支える

• 教育活動の様子を広く社会に伝える
→ウェブマガジン、SNSと連動

• 実践的取組みの参加者、活動の賛同
者を増やす



北海道⼤学スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム（SMatS）では、化
学・⽣命・材料・環境・物理学・宇宙を対象とする広範な「物質科学」に、現象を抽
象化して理解する「数理科学」、コンピュータシミュレーションに基づいた「計算科
学」、ビッグデータから有⽤な情報を抽出する「データ科学」を融合させ、従来の
Trial & Errorによる研究⼿法から脱却し、物質科学研究を⾼速化しイノベーションを
引き起こす新たな研究分野「スマート物質科学」を⾝に付けた⼈材を育成します。

専⾨を⽀えるトランスファラブルスキル

俯瞰力

人的ネット
ワーク形成

力

国際的
発信⼒



大学院
理学院

大学院情報
科学院

大学院
工学院

大学院
総合化学院

 材料科学
専攻

 数学専攻

 総合化学専攻
 量子化学
 構造化学
 生物化学
 細胞培養工学

 情報エレク
トロニクス
専攻

北大博士後期課程1年生（D1）8名のチーム編成

ワークショップ：北海道大学+富良野市+日本オラクルによる
「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援」

人的ネットワーク形成力を涵養するアクティビティの一つして取り組む



654321

ガイダンス（8月30日実施） 第1回ワークショップ 第2回ワークショップ 第3回ワークショップ 第4回ワークショップ 最終プレゼン

• オリエンテー
リング

• テーマの共有
• 参加者の交
流：オンライ
ンで8月30日
実施済

• クラウド環境の
作り方

• データ分析ツー
ルの使い方

• データ活用する
データセットに
ついて学ぶ：10
月8日実施済

• DXによる解決
策の意思決定を
行う

• 富良野市訪問：
現場の声を聞く
（12月実施予
定）

• 富良野市様への
最終プレゼン

• 富良野市訪問を
予定

• プレゼン内容の
事前確認

• PPT作成
• リハーサル

• 問題点を抽出
• 問題の原因とな
りそうな事実を
整理など：11月
17日に実施予定

施策提案

ワークショップ：北海道大学+富良野市+日本オラクルによる
「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援」
人的ネットワーク形成力を涵養するアクティビティの一つとしても取り組む



ワークショップ：北海道大学+富良野市+日本オラクルによる
「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援」
ガイダンス（2021年8月30日オンラインで実施）

1

ガイダンス（8月30日オンラ
インで実施）

• オリエンテー
リング

• テーマの共有
• 参加者の交流 参加した学生の感想「事前に日本オラクル様から富良野市が抱えている課題につ

いてお話を伺っていた。しかし、実際に富良野市の方とお話しをすることで、地
域の方たちがどのような思いで、どの程度の具体的見通しを持って今回のDXに
取り組んでいるのか理解できた。自分たちも当事者として関われそうだ。」



ワークショップ：北海道大学+富良野市+日本オラクルによる
「博士課程DX教育プログラム：北海道富良野市のスマートシティ推進支援」
第1回ワークショップ（2021年10月8日対面で実施）

2

第1回ワークショップ
10月4日実施（対面）

• クラウド環境の
作り方

• データ分析ツー
ルの使い方

• データ活用する
データセットに
ついて学ぶ

学生がオラクルクラウドに自分のクラウド環境を作り、富良野市様から提供された
データを使ってどのような解析ができるかを実際に体験。学生からは「データをい
じってみると、新しい気づきが得られそうで楽しみ」といった感想が寄せられた。



博士後期課程の学生に経済的支援とキャリ
ア開発を提供する「JST：次世代研究者挑戦
的研究プログラム」として、本学申請の
「Society 5.0を牽引するDX博士人材育成の
ための研究支援プロジェクト（DX博士人材
フェローシップ）」
の採択が決定（ 2021年9月7日）

• 様々な学問分野を異分野と融合させるた
めに必要となるDXを理解できる人材

• データやITを駆使して課題を抽出／解決
し、地域に貢献できる人材を研究支援

【国内の背景】
• 博士後期課程の学生は、日本の科学
技術／イノベーションの将来を担う
存在であるはず…

• 一方で「博士課程に進学すると生活
の経済的な見通しが立たない」「博
士課程修了後の就職が心配だ」と
いった理由から、修士課程から博士
後期課程への進学者数や進学率が減
少傾向にあり危機的な状況

• 博士後期課程の学生が研究に専念で
きる環境を整備し、卓越した博士人
材の育成や輩出を目指す。

【目的】
• 優秀な博士後期課程の学生に対する
生活費相当額および研究費の支給や、
キャリア開発／育成コンテンツの提
供をはじめとする多様な支援を行う。



DX教育の充実

主
体
的
研
究
力
を
涵
養

「次世代研究者挑戦的研究プログラム」採択
北海道大学DX博士人材フェローシップ制度

• DX 推進力
• 課題抽出解決力
• 異分野融合展開力
• 国際コミュニケーション力 年額180万円

研
究
費
の

支
援

研究費
重点支援

年額40万円

年額最大で150万円

高度な博士人材が輩出

生
活
費
の

支
援



【目指す博士人材像】
• 博士課程院生は、研究を通して身につけた課題発
見、課題解決能力をジェネリックスキルとして、
社会の様々な分野で活躍。

• 活躍の場で重要な真のDXの可能性、データ分析・
活用方法をもとに、よりよい社会の実現ためにDX
はどうあるべきかを理解し、実践できる能力。

• 知識としてのDXだけではなく、それを応用し、
異分野の仲間と協働して問題解決する実践的体験。

• 博士課程修了後もその知識を生かして日本のみな
らず世界を牽引する人材。

【事業内容】
• Society5.0を牽引するDX博士人材育
成のための研究支援プロジェクト

• 博士後期課程の全専攻を対象に優秀
な学生を選抜し、修業年限中に生活
費相当額および研究費を支給すると
ともに、多様なキャリア開発プログ
ラムを提供

• DX 推進力、課題抽出解決力、異分野
融合展開力、国際コミュニケーショ
ン力を涵養し、主体的研究力を身に
付けた新たな博士人材の創出

• 人数：各学年博士後期課程（3年制）
125名、博士課程（４年制）23名の
合計148名（大学全体で467名）

• 生活費相当額：年額180万円
• 研究費：年額40万円＋研究を加速さ
せる資金、海外への渡航経費などを
事業統括経費で重点支援



世界、そして地域の課題解決に貢献する
北海道大学を目指します
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